























































































































































































































































































177、232、241 ― 243頁） 
 ・基本的規範は、実験的方法によって、その客
観性、妥当性の検証をすることが可能である






























の具体的内容の記述が弱い（20 ― 24頁）。 
 　人は、国、会社、事務所、スポーツチームなど、
何かの意味での社会について、各成員に還元する
ことのできない固有の存在感があることを認めて
いる。社会は、成員の協力によって、成員とは別
の固有の存在感を獲得するのであり、成員も成員
以外も、その存在感を認識している。例えばバス
ケットボールなどのチームスポーツにおいて、メ
ンバーの協力によって息を呑むようなチームプ
レーができたとき、そのチームが獲得する大きな
存在感がそうである。この存在感は、個々のメン
バーとは別のチーム固有の存在感である。このと
き、まずチーム固有の存在感があり、それとぴっ
たり同時にその存在感をメンバーが経験してい
る。これは一例である。何かの意味で社会と言わ
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れるものについて、それぞれ固有の存在性の直截
的な理論的把握ができればと思う。 
 （4）表現について 
 　表現に大げさなところ、心情が強いところがあ
る（17、24、33頁。その他全体的に）。著者の学
問に何かの不足があるからである。自然な、相応
の表現があるはずである。 
 （5）自然法論に対する希望 
 　実務において細目的規範は重要であるが、基本
的規範のほうが一層重要であり、実務の大部分は
基本的規範の遵守によって無事に動いている。 
 　社会における基本的規範の存在と機能につい
て、包括的、体系的、正確に知りたいと思う。基
本的規範から細目的規範への過程がどのようなも
ので、何は確実であり何は議論の余地があるかに
ついて知りたいと思う。学問としての自然法論が
それを知らせてくれるものであればと思う。 
 　本書は、その基本を私に知らせてくれた。今後
も、学問としての自然法論が継続し、時代ごと新
たに基本的規範の存在と機能、そして基本的規範
から細目的規範への過程を実務家に知らせてくれ
たら有り難いと思う。そうすれば、実務の中に基
本的規範と細目的規範に関する共通認識ができ
る。それは実務のレベルを必ず高める。 
 4　印象ぶかい言葉 
 　最後に、実務と学問の緊張を離れて、休み、ゆっ
くりと本書の言葉を味わい、また、人と話してみ
たいと思うことである。 
 　本書を静かに読むとき、次の言葉はそれ自身と
して、とても印象ぶかい。そして、メスナーとメ
スナーを囲む人々に思いをはせる。 
 　「お母さん、子供たちには思い通りに勉強をさ
せてあげなさい。諦めなければならないというこ
とがどんなに辛いことか、お父さんはよく知って
いるのだから。」（3頁　メスナーの父が亡くなる
前にその妻に対して） 
 　「子供の頃は、弟ヨーゼフと同様に音楽を愛し、
実際自分でも、一日六時間ピアノに向かっていた
という。しかし、英国亡命の頃から、生命の有限
性をことのほか意識するようになると、自分に与
えられた時間を大切に使わなくてはならないと考
えられたそうで、ピアノに向かう時間をうんと短
縮されて、今ではもう弾かないのだそうである。
それでも、ティロール出身のメスナー先生は、山
に分け入って歩き回るということだけは放棄でき
なかった。……それが九十歳になるまで継続され
た習慣であり、楽しみであった。」（54頁　メス
ナーのウィーンの住まいを訪問した野尻武敏教授
がメスナーについて） 
 　「彼は簡単な安心できる食事に気を配っていま
したが、それは丈夫でない胃を気遣ってのことで
あり、思考力を胃の具合から妨げられたくなかっ
たからです。彼は厳格に定められた生活様式を必
要としました。それも、病弱な健康状態から学問
的な活動のために寸暇を惜しんで最高の生産性を
上げんがためだったのです。」（29頁　メスナー
の世話をされたライヒェンプファーダー博士がメ
スナーについて） 
 　「この上なく集中するために、彼は一人になる
必要がありました。たった一人でいるときでも、
彼は一人でいる感じはしなかったのです……精神
の上で、彼はキリストと救世主とマリアと聖人と、
そして彼をとくに信頼していた人たちと一緒に生
きていたのです」（29頁　同上） 
 　これらの言葉について、いつか、山田教授とゆっ
くり話をしたいと思っている。 
 以上 
